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「饉命寵塩のしく彿＝ついて」、女幽艶・稀顧摺礪組ヒ嘉は・

た芝崎酢一し辛．

袈陀のみ如んの博鶉如し軒）

・患ったきり葺くてぴちくりした。人形でも大変だっ

た句に、事物の赤ちゃんだったちと思うと、親鯵

すこい等あと患った。

・赤ちゃんの飢鯵柔らかく、毒しイだからや±しく

してあげ啓いと川怖いんだと思った。

・詭員且に入れると己に、片手でまえ与のが大審

だった．

・たく士ん癒しかけて、コミュニケーションを伝って

い己、感情・義憤豊かに奪ってもらえ魯ように蘭わ

っていをたいです。

・愛情をこ助て．大切にしだいです。

・赤ちゃん惨泣くこ仁しかで己等いから、菅の証恵

方にさdr気持ちが違うの魯わかってあげる。

画配合休息と掛は）
・こん啓にも大切に瞥てられて己定と知ILこれ

から鯵自身で自分を威義士せてい圭たいと患いし

た。

・自分だけで尊く、もっ仁いろん等人魯大棚にして

いこうと思い審した。

・もし、自分に子供が電卓た仁毒に鯵、今日馨った

ことを少しでも思い出せ与と川噂翁と思い蓼した。

・llヶ月もの轟い職蓼鐘に重たい赤ちゃんを体で膏

て続け魯訊疇さん臥蓼鎧に苦脅して私を生んでく

れたんだとわかI絆した。

脚吼仁ワ卯
・人の中で人が膏つって．なんか神秘的だと感じ

た。

・最初惨事畠に小±くて、大切に±れて大壷くなれ

たことがすごIlと農い手した．

・でんくりかえしをして癖から生審れ魯貞広のしく

み鯵すごl叱想った．

・小士等命がだんだん大電く捗ってすごいと思っ

た。

・一緒にがん膠Ilたいです。私の知っているん身

近等人が軽嶋さんだったら、あの董たい体を少し

でも葉にしてあげられるさらに手助けしてい蜜た

いです。

・疲れ舵奮ったら、イ弓イ弓してし審l嘩胡乱旺

陣士ん鯵藩やたばこ・連動でストレス解漬かで蜜等

いから、艦を織いたり、訊茶を歓んだlルてり弓ヤク

スす魯機会を作って身体にさい生活を迷ってもら

えるさうにしたい。

・一つ一つの行動が大審だから．小吉等ことにも

気を遣って繹先してあげ与．

○り一りの

作例lニあて

南下lニ掲示してl・さ巧。
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